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　　　　 気象庁 55 年長期再解析 （JRA−55）の性能評価の 中間報告
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1．はじめに

　 気象庁で は，平 成20年度に 、ラジオゾンデ定時
観測ネッ トワ

ー
クが確立された 1958年以 降を対象と

した気象庁55年長期再 解析 （JRA −55）の本計算を開

始した 。 JRA −55本計算の 仕様の詳細に つ い て は

Eblta　et　al．（2011）を参照願い た い 。 今回は 、 JRA −55
本計算のおよそ半分 が完了し、JRA −55の性能に つ

い て、様々 な観測データセッ トとの 比較 ・検証を行 っ

たの で その 結果を報告する。

2．検証に使用したデータ

　JRA −55 の 比較・検証に用 い たデー
タは 、 地 上 気

温に つ い ては CRUTEM 　Ver．3、下部成層圏、対流圏

下 層 に つ い て は RSS 社 の 極 軌 道 衛 星 搭 載
MSU ／AMSU −A の 観測データからリトリーブされた下

部成層圏・対流圏下層気温データ（RSS 　 MSU）を、降
水量につ い ては、GPCC 、　GPCP 、APHRODITE 、　RSS
社の極軌道衛星搭載 SSM ／1から作成された海洋デ
ータプロ ダクト（RSS　 SSM ／D 、 海上 風 に つ い て は

WASWnd 、海上熱フラックス につ い て は OAFIux およ

び GSSTF2b を用い た。これらに加えてラジオゾンデ
に よる観測データおよび比較の ため 、 他の 長期再解
析データセッ ト（JRA −25、　ERA −40、　ERA −lnt、　MERRA 、
CDASI 、CDAS2 、CFSR ）も使用した。

3．結果
　地上 気温につ い ては、全球平均 気温 で比較すると、
1980年以降は 、 CRUTEM 　Ver．3と非常に良く

一
致した

のに加 えて、1960年代 につ いても他の再解析値と比

較して、　CRUTEM 　Ver．3に よリ近い 経過 を示 してい る

ことが分かっ た。 またEbita　et 　al．（2011）におい て下部

成層圏の バ イア ス が 軽減された ことが報告されて い

るが、日別 の 下 部成層圏気温 の 時系列図を見 ても、
JRA −25 や他の再解析値に見られるような不 自然な

ギャ ッ プがほとんど見られず〔図省略〉、1960年代 の

ラジオゾンデの観測データとの比較においても、JRA
−55は全般にバラつ きが見られるもの の 、ERA −40 の
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ような極端な低温バ イアス は見られて い ない （第 1
図）。

　降水量につ いては、全般に過剰傾向が見られるも

の の （図省略）、空間パ ターン の 再 現 性はJRA −25と

比 較して向上 して いる（第2 図）。

　大会当 日 は地 上風 や降水量等に着 目したアジア

モ ン ス
ー

ン の再 現性の 検証、海上熱フラ ッ クス の 空

間分布の妥 当性などの 検証結果につ いても報告す

る予定である。
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第 1 図　1960年 1月 1日〜12月31日の 30hPa気
温 6時間解析値とキ ャ ンプベ ル 島 （52．5

’S，
169．15°E）の ラ ジオゾンデ観測値 との 散布図

（単位は K）。 O および▲ はそれぞれ JM −55
、

EM −40の値を示す 。
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　 第 2 図　1980〜 1996年の 夏季 （6 −・ 8 月）の ユ
ー

ラシア大陸か らア ジア モ ン スー
ン域におけるGPCP

　 とJRA−55 （左図）およびJM −25 （右図）の降水量平年偏差の ア ノ マ リ相関分布。
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